
「
岡
目
一
目
」

　
「
砂
山
の
砂
を
指
で
掘
っ
て

た
ら
ま
っ
か
に
錆
び
た
ジ
ャ
ッ

ク
ナ
イ
フ
が
出
て
来
た
よ
」は
、

石
原
裕
次
郎
の
『
錆
び
た
ナ
イ

フ
』
の
歌
詞
。
兄
の
慎
太
郎
が

弟
の
た
め
に
書
い
た
小
説
が
映

画
化
さ
れ
た
時
の
歌
だ
。

　

石
川
啄
木
の
「
い
た
く
錆
び

し
ピ
ス
ト
ル
出
で
ぬ
、
砂
山
の

砂
を
指
も
て
掘
り
て
あ
り
し

に
」
の
ピ
ス
ト
ル
を
ナ
イ
フ
に

変
え
た
だ
け
と
も
思
え
る
。
何

か
背
後
に
暗
い
犯
罪
が
匂
う
。

　

砂
山
は
実
際
に
あ
っ
た
。
函

館
の
町
は
砂
州
の
上
の
文
字
通

り
の
砂
上
の
楼
閣
。
海
沿
い
の

大
森
海
岸
に
啄
木
像
が
あ
る

が
、
そ
の
辺
一
帯
は
砂
山
だ
っ

た
。
例
の
「
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て

蟹
と
た
は
む
る
」
の
場
所
も
こ

こ
ら
し
い
。

　

こ
こ
は
「
サ
ム
ラ
イ
集
落
」

と
も
呼
ば
れ
る
貧
民
街
で
も
あ

っ
た
。
昭
和
九
年
の
函
館
大
火

で
焼
け
出
さ
れ
た
人
々
の
掘
っ

立
て
小
屋
が
立
ち
並
び
、
戦
後

の
引
揚
者
な
ど
が
身
を
寄
せ
合

っ
て
い
た
。
そ
こ
に
錆
び
た
ピ

ス
ト
ル
が
あ
っ
た
ら
…
。

　

優
れ
た
詩
人
の
感
性
は
、

人
々
の
心
に
「
聖
地
」
を
残
す
。

今
は
も
う
砂
山
は
な
く
、
ハ
マ

ナ
ス
だ
け
が
揺
れ
て
い
る
。
小

樽
の
裕
次
郎
記
念
館
も
閉
じ

た
。
慎
太
郎
ゆ
か
り
の
豊
洲
の

砂
の
下
を
掘
る
と
…
さ
て
？

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
は
、
郷
土
の

文
化
を
支
え
て
き
た
文
学
者
の
経

歴
と
功
績
を
紹
介
し
、
高
山
の
文

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、

毎
年
二
回「
近
代
文
学
館
企
画
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治

初
期
に
高
山
で
栄
え
た「
静
修
館
」

に
係
わ
る
文
学
資
料
を
展
示
し
ま

す
。

　

静
修
館
は
、
赤
田
臥
牛
が
文
化

二
年
（
一
八
〇
五
）
に
上
一
之
町

に
開
い
た
私
塾
で
す
。
天
保
十
五

年
（
一
八
四
四
）
に
馬
場
町
、
嘉

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
神
明
町

に
場
所
を
移
し
、
明
治
の
初
め
ま

で
六
十
年
以
上
続
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
子
・
章
齊
、
孫
・
誠
軒
と

代
替
わ
り
を
し
、
赤
田
家
三
代
に

わ
た
り
多
数
の
門
人
を
輩
出
し
ま

し
た
。

　

高
山
市
内
に
は
、
赤
田
家
三
代

を
始
め
と
し
、
そ
の
門
人
た
ち
の

手
蹟
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
そ
う
し
た
手

蹟
や
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　

高
山
の
近
代
文
学
の
礎
と
な
っ

た
「
静
修
館
」
の
業
績
を
知
る
機

会
で
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

三
月
十
八
日
（
土
）・

　

十
九
日
（
日
）
午
前
十
時
～
午

　

後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四
時

　

ま
で
）

◇
会
場　

高
山
市
図
書
館
「
煥
章

　

館
」
一
階
生
涯
学
習
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

［
赤
田
臥
牛
］

　
永
享
四
年
（
一
七
四
七
）
生
。

幼
少
よ
り
学
問
を
好
み
勝
久
寺
の

瑞
雲
雪
峰
に
論
孟
と
五
経
の
句
読

を
受
け
る
。
津
野
滄
州
は
臥
牛
の

才
能
を
惜
し
み
、
尾
張
の
松
平
君

山
、
浅
井
図
南
、
江
戸
の
宇
野
明

霞
、
館
柳
湾
な
ど
に
紹
介
し
た
。

こ
れ
に
師
事
し
た
臥
牛
は
飛
騨
に

お
い
て
不
動
の
地
位
を
築
く
。
文

化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
許
し
を

得
て
「
静
修
館
」
を
開
く
。
皇
室

を
尊
ぶ
気
が
篤
く
、
津
野
滄
州
と

図
っ
て
「
籠
の
渡
し
」
と
「
藤
橋
」

の
二
図
を
描
き
、天
覧
に
供
し
た
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
歿
。

［
赤
田
章
齊
］

　
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
生
。

臥
牛
の
嫡
子
。
臥
牛
の
教
え
を
受

け
、
文
政
一
年
（
一
八
一
八
）
か

ら
父
に
代
わ
っ
て
静
修
館
の
教

第
三
十
二
回 

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
音
楽
院 

春
の
お
め
で
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

三
月
十
二
日
（
日
）　

　

午
後
〇
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

授
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の

大
火
で
焼
失
し
た
静
修
館
を
馬
場

通
り
に
再
興
。
そ
の
後
弘
化
一

年
（
一
八
四
七
）
に
神
明
町
へ
移

転
。
詩
文
、
絵
画
に
も
優
れ
敬
神

の
念
が
篤
か
っ
た
。
弘
化
二
年

（
一
八
四
八
）
歿
。

［
赤
田
誠
軒
］

　
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

生
。
章
齊
の
嫡
子
。
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
十
九
歳
で
静
修
館

に
お
い
て
「
左
氏
伝
」
を
開
講
。

明
治
一
年
（
一
八
六
八
）、
高
山

県
知
事
梅
村
速
水
か
ら
学
問
取
締

方
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
梅
村
の

治
政
方
針
と
合
わ
ず
館
を
閉
じ

る
。
そ
の
後
、
遊
学
中
に
病
を

得
て
高
山
に
戻
る
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
歿
。

（
飛
騨
人
物
事
典
よ
り
抜
粋
）

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

赤田臥牛の書

赤田章齊の書

第
26
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

『
静
修
館
』の
文
学

赤
田
臥
牛
・
章
齊
・
誠
軒
と一門
3/18㈯
19㈰


